
 

 

 

 指導者：林 晃也 

 

１．日時  平成３０年１１月２０日（火）第２校時（９：３５～１０：２５） 

２．場所  ２年 A 組教室  

３．学年  第２学年（男子６名，女子６名 計１２名） 

４．本単元で育成したい資質・能力   

課題発見・解決力 

 

 

  本単元で，基本的な平面図形の性質についての理解を深めるとともに，数学的な推論の意義と方法とを理

解し，推論の過程を的確に表現する力を養うことが主なねらいとなる。生徒は小学校で直観的な見方や考え

方を通して図形を捉えたり，実験・実測により図形の性質を明らかにしたりするなどの活動を通して，図形

の構成要素，それらの相等や位置関係を考察している。中学校で学習する図形の知識をすでに学んでおり，

例えば，対頂角が等しいことや平行線の同位角が等しいこと，また，三角形の内角の和が１８０°であるこ

となどを学習し，それらを並列的な知識として認識している。また，中学校第１学年では「平面図形」の単

元で，図形の作図や移動を取り扱い，具体的な図形を直線などによって構成されたものと捉え，対称性の観

点から図形を整理している。 

  本単元では，平行線の性質，多角形の角の性質などを論理的に筋道を立てた推論を行って調べることがで

きるようにする。その際，図形をよく観察したり，作図したりする操作や実験などの活動を通して，その推

論の過程を自分の言葉で，他者に伝わるように分かりやすく表現できるようにする。そして，次の単元「三

角形・四角形」では，形式にしたがって証明を進めていくことになる。  

 

 

  本単元に係る内容の系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校第２学年 数学科学習指導案 
単元名： 図形の性質の調べ方 

 

 

単元について 



 

 

平成 29 年度 基礎・基本定着状況調査 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通過率 

広島県 本校 県平均との差 

56.1％ 41.7％ －14.4 

 

解答類型（○：正答） 

解答類型 通過率 

ア 25.0％   

イ 33.3％   

ウ〇 41.7％   

＜誤答分析から＞ 

 ・作図によってできる図形の特徴が理解できていない。 

・どのような根拠を用いて，作図ができるのか理解できていない。事象が成り立つ理由を筋道を立てて論理

的に考えることができていない。 

 

 

 

〇主体的に学ぶ児童の育成について 

・教科書にある例題を教員が分かりやすく説明し，生徒がそれにならって類似問題を解いていく授業ス

タイルが多く，生徒の主体的な学びを十分に引き出せていない。 

 

・「三角形の外角の和と五角形の外角の和はどちらが大きいだろうか」という比較を含んだ問題を扱うこ

とで，生徒が予想する場面を設定する。課題を工夫することで，生徒の主体的な学びを引き出す。 

 

〇表現力の育成を目指した言語活動の充実 

・根拠や考え方を説明する生徒が固定化し，多くの生徒に，根拠を明らかにしながら筋道を立てて表現

する機会を与えていなかった。 

 

・生徒は２つの図を比べながら考え予想した理由をペアで交流することで，お互いに表現する場を確保

する。 

・問題を早く解くことのできた生徒はミニティーチャーとして，まだ問題に取り組んでいる生徒の支援

を行う。 

調査結果からみる本校の課題 

指導改善のポイント 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導と評価の計画 

本時 



 

 

（１）本時の目標 

 既習の事柄（図形の性質）を用いて，多角形の外角の和を生徒自身が主体的に導き出すことができる。 

             

（２）本時の学習展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

 

 

〇図形の性質を確認する 
・既習の図形の性質（対頂角，平行
線と同位角・錯角，三角形の内角の
和，三角形の外角など）を図で確認
する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「三角形が大きい」「五角形が大

きい」「同じ」のどれかを選択させ

る。 

 

 

〇なぜそう思ったのか，理由をペ

アで交流する。 

 

 

 

〇本時のめあてを知る 

 

 

 

 

 

 

〇生徒の発言を活かしながら，三

角形の外角の和の求め方を確認す

る。 

 

 

 

 

 

◇既習事項をカード化して掲示し，いつで
も確認できるようにする。見通しをもたせる。 
 
◇カードの一部を隠し，出題しながら図形

の性質を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最初に予想させるときは，三角形の外

角の和が大きいと五角形の外角の和が

大きいの二択で考えさせ，その中で「同

じ」という意見が生徒から上がってくれ

ば，その時点で取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外角の和を求めるためには，一直線の

角から内角を引けば求められることを，

色つきマグネットを使って，視覚的に理

解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・五角形の外

角の和を既

習のことに

帰着させて

考えること

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

 

本時の学習 

１ 既習事項を確認する。 

３ 理解を確認する① 

○直線の角度 
一直線の角度は 
   １８０°である 

○三角形の内角の和 
三角形の内角の和は 
   １８０°である 

○平行線と角の関係① 
平行線の同位角は等しい 
 

○平行線と角の関係② 
平行線の錯角は等しい 
 

○対頂角の性質 
対頂角は等しい 

○三角形の外角の性質 
三角形の外角は，それととなり合わない 
2 つの内角の和に等しい 

○折れ線には平行線→錯角を活用 
 

○多角形の内角の和 
ｎ多角形の内角の和は 
180°×(ｎ－２)である。 

２ 課題を知り，本時のめあてを把握する。 

図形の性質を用いて，根拠を明らかにしながら多角形の外角の和を求めることができる。 



〇三角形の外角の和の求め方を参

考に，五角形の外角の和を計算す

る。 

 

〇三角形の外角の和も五角形の外

角の和も 360°であることを確認

する。 

 

 

 

〇ｎ角形の外角の和を求める。 

 

 

 

 

〇多角形の外角の和の性質をまと

める 

 

 

 

 

 

〇教科書 P118 問７を取組む。 

 

 

 

 

 

 

 

〇教科書 P118 問７(2)を内角の和

を使って解く方法を考える。 

 

 

 

〇練習プリントに取組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の学習をふりかえる。 

・分かったこと，分からなかった

ことを整理する。 

 

・計算の仕方が分からない生徒に対し

て，三角形の外角の和の求め方をふりか

えるように声をかける。 

 

・六角形や七角形の外角の和は何度にな

るのかについても触れる。 

 

 

 

 

・ｎ角形の外角の和について，穴埋め問

題として取組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外角の和を使って解く方法と，内角の

和を使って解く方法を比較させること

で，外角の和が 360°であることを使っ

て問題を解くことのよさを実感させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数名の生徒を指名して，本時の学習を

ふりかえって，分かったこと，分からな

かったことを発表させる。 

ができる。 

(考え方) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｎ角形の外

角の和を既

習のことに

帰着させて

考えること

ができる。 

(考え方) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多角形の外

角の和を使

って，角度を

求めること

ができる。 

(技能) 

 

 

 

 

 

行動観察 

ノート 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 理解を深める① 

７ まとめをする。 

多角形の外角の和は 360°である。 

５ 理解を確認する② 

６ 理解を深める② 

課題発見・解決力 

【目指すべき生徒の姿（資質・能力）】 

・これまで勉強してきた知識を使えば，外角の和が 360°になる理由が説明できる。（課題発見・解

決力） 

・外角の和はどんな多角形でも 360°だから，それを使えば問題が解ける。（課題発見・解決力） 

 



 

１．単元全体を通して 

〇単元終了後の生徒の記述 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の生徒の記述 

・奇数と奇数をたしたら偶数になると書いていたが，奇数と奇数をたすというのは無限にあり，１＋１

＝２という理由では数学的に根拠にならないことがわかりました。文字を使うと正確さがあると感じま

した。 
 

・正しくない理由として反例を探すのは簡単だが，正しいことを説明することは難しい。また，自分で

は分かっていても人に説明するのも難しい。だから，文字を使って説明することが必要だと感じた。 
 

・文字にはいろいろな数が入るので，文字で表すとすべての場合について説明できることがわかりまし

た。 

 

 

〇生徒の変容について 

 単元前の生徒は，論理的に説明すること（論理の進め方），そのために証明が必要になることについて， 

理解が不十分であった。例えば，１つの例を示せば，必ず成り立つことを示すことができると考えていたり，

必ず成り立つことを示すことと必ずしも成り立たないことを示すことは同じようにすればよいと考えていた

りしていた。 

 そこで，単元を貫く課題として「必ず成り立つことを示すためにはどうすればよいのか」を設定し，生徒自

身が学びのストーリーをデザインする単元を構成し，授業を実施した。 

 その結果，上記の生徒の記述に見られるように，①必ず成り立つことを説明するには，いくつかの例を挙げ

ただけでは不十分で，証明が必要であること，②必ず成り立つことを示すためには，どのような論理の進め方

をしなければいけないのか，といったことについて理解を深めることができた。これらのことから，本校で育

成を目指す資質・能力の【課題発見・解決力】が高まったと捉えている。 

学習の振り返り 


